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協
会
活
動
状

況

(
特
別

の
記
載

の
な
い
も
の
は

す
べ
て
植
物
園
に
お
い
て

)

●
昭
和
五
十

一
年
十
月
十
五
日

(
金
)

編
集
委
員
会

出
席
者

石
川
(
俊
)
、
高
畑
、
小

川
、
山

口

会
誌

(
十

六
号
)

の
編
集
方
針

に

つ
い
て
話

し
あ

っ
た
結
果
、
北
海
道

に
お
け

る
自
然
保
護

の
歴
史
と
、
前
号

に
載
せ
き
れ
な

か

っ
た
湿
原

き
ギヒいミ

ヒ

　
らまほ

に
関
す

る
記
事
を
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。

●
十
月
十
五
日

(
金
)

常
任
理
事
会

出
席
者

石
川
(
俊
)
、
高
畑
、
小
川
、

議

題

一
、
自
然
保
護
講
座

(第

二
学
期
)
に
つ
い
て

会
場
は
日
生

ピ
ル
に
変
更
し
、
十

一
月
十

三
日
か
ら
十
二
月
四
日
ま

で
の
毎
土
曜
日
ご

と
に
都
合

四
回
開
講
す

る
。

テ
ー

マ
は

「
環

境

ア
セ
ス
メ
ソ
ト
を
め
ぐ

っ
て
」
に
決
定

。

二
、
役
員
改
選

の
件

三
月

で
任
期
切
れ

に
な
る
役
員

改
選

に
備

え
て
、
選
挙
管
理
委
員

の
選
任

と
名
簿

の
作

製

を
早
急

に
行
う
。
選
挙
は
二
月

を
予
定
。

三
、
宗
谷
管
内
ポ

ロ
ヌ
プ
リ
山
周
辺

の
砕
石
問

題

に

つ
い
て

植
物
研
究
者
か
ら
砕

石
な
ど

に
よ
る
同
地

域

へ
の
影

響
が
憂
慮

さ
れ

る
と

の
申
し
出
が

あ

っ
た

こ
と
で
あ

り
、
と
り
あ
え
ず
歌
登
町

に
会
長
と
常
任

理
事
を
十

一
月
中

に
派
遣
す

る

こ
と
に
す
る
。

四
、
そ

の
他

●
十

一
月
九
日

(
火
)

編
集
委
員
会

出
席
者

野
田
、
辻
井
、
山

口

「
北
海
道

の
自
然

シ
リ

ー
ズ
」

の
原
稿
依

頼
を
、
よ
り
広
く
行
う
よ
う
に
す

る
。
発
行

を
ど

こ
に
す
る
か

に
つ
い
て
も

、
さ
ら

に
検

討
す

る
必
要
が
あ
る
、
な
ど
に

つ
い
て
話
し

あ
う
。

●
十
二
月

二
十
三
日

(
木
)

常
任
理
事
会

出
席

者

石
川
(俊
)
、
辻
井
、
高
畑

議

題

一
、
次
期
理
事
選
挙

に

つ
い
て

名

簿
は
目
下
作
成
中

で
あ
り
、
選
挙
管
理

委
員
会

の
委
員
選
出

は

一
月
中

に
行
う
旨
報

告
が
あ

っ
た
。

二
、
会
誌
原
稿
依
頼

の
件

さ
き

の
編
集
委
員
会

で
決
定
を
み
た
編

集

方
針

に
沿

っ
て
、
各
分
野

の
方

々
に
原
稿

を

依
頼
す

る
。

三
、
嘱
託
研
究
員

の
採
用

に
つ
い
て

増
大
す

る
自
然
保
護
問
題
に
積
極
的

に
対

応

し
て
い
く
た

め
に
は
、
常

勤
的
な
嘱
託
研

究
員
を
お
く
必
要

に
迫

ら
れ
て
い
る
と
の
認

識

に
立

っ
て
、
人

選
、
対

遇
な
ど

に

つ
い
て

検
討
す
る

こ
と

に
す
る
。

四
、
法
人
化
検
討
委

の
設
置

に

つ
い
て

協
会

設
立

当
時
に
く
ら

べ
、
取
組
む
問
題

が
著
し
く
多

様
化
し
て
き

た
た
め
、
任
意
団

体
と
し
て
の
活
動
で
は
限
界

に
達
し

つ
つ
あ

る
の
で
、
法
人
化

の
可
否
を
さ
ま
ざ
ま
な
角

度

か
ら
検
討
す

る
た

め
の
委
員
会
を
設
置

す

る
。
委
員

の
人
選

は
今
後
、
改
め
て
協
議

す

る
こ
と
と
す
る
。

五
、
そ

の
他

北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
合

・
山
本
正
代

表
、
佐
藤
祐

一
事
務

局
長
、
四
十

万
谷
吉
郎

副
事
務
局
長

の
三
氏
が
出
席

し
、
第

六
回
全

国
自
然
保
護
連
合
大
会
が

予
定
ど

お
り
終
了

し
た
旨

の
報
告
と
、
大
会
協
力

に
対
す

る
謝

辞
を
述
べ
た
。

●
昭
和
五
十

二
年

一
月

二
十

九
日

(
土
)

選
挙
管
理
委
員
会

出
席

者

滝

口
、
小
野
寺

委
員
長
を
駒
井

勉
氏

に
委
嘱
し
、
投
票

用

紙

の
確

認
を
す

る

(
な
お
選
挙
管
理
委
員
に
は

会
長

の
指
名

に
よ
り
原
田
輝
治
、
三
木

昇

、

滝

口

亘
、
小
野
寺
敬
子
、
駒
井

勉

の
各
氏

を
選
出
し
た
)
。

●
二
月
五
日

(
土
)

第
六
十
六

回
理
事
会

(
日
生
ビ

ル
)

出
席

者

石
川
(俊
)
、
八
木
、
辻

井
、
野
田

高
畑
、
小
川
、
午
来
、
大
山
、
石
川
(治
)
、
宗

像
、
桑
原

、
坂
本
、
井
手
、
鮫
島

、
山

口

議

題

一
、
理
事
選
挙

に
つ
い
て

二
月
十
五
日
締

切
り
、
二
月
二
十

一
日

に

開
票
と
す
る
。
選
挙
管
理
委
員
五
名

は
、
会

長
が

一
月
十
三
日
に
委
嘱

。

二
、
法
人
化
の
検
討

資
料
が
不
十
分
な

の
で
、
次

の
理
事
会

で

改

め
て
説
明
す

る
こ
と

に
す

る
。

三
、
道
委
託
の
日
高
調
査

の
報
告

昭
和
五
十

一
年
度

は
日
高
北
部
を
調
査

、

五
十
二
年
度

は
、
南
部

の
調
査
を
実

施
す
る

(
鮫
島

理
事
が
担
当
)
。

四
、
そ
の
他

・ ヱ ・



北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
合
か
ら
の
報
告

(
高
畑
)
、
大
規
模
林
業
圏

の
対
応
を
ど
う
す

る
か
(
大
山
)
、
嘱
託
研
究
員
採
用
の
検
討
な

ど
に

つ
い
て
話
合
わ
れ
た
。

●
二
月

二
十

一
日

(月
)

選
挙
管
理
委

員
会

出
席
者

駒
井
、
小
野
寺
、
原

田
、
三
木

理
事
選
挙

の
開
票
、
集
計
作
業

を
行
う

(結

果

は
別
項
参
照
)
。

●
二
月

二
十
六

目

(
土
)

常
任
理
事
会

(
日
生

ビ
ル
)

出
席
者

石
川
(
俊
)
、
野
田
、
辻
井
、
小
川

次
期
理
事
会

の
日
程
、
法
人
化
、
理
事
改
選

な
ど

に
つ
い
て
討
議
す

る
。

●
三
月
十

二
日

(土
)

第

六
十
七
回
理
事
会

(
エ
ル
ム
会
館
)

出
席

者

石
川
(俊
)
、
八
木

、
野
田
、
高
畑

辻

井
、
斎
藤

(春
)
、
山

口
、
辻

井
、
鮫
島
、
小

川
、
中
野
、
宗
像
、
門
脇

、
桑
原
、
斎
藤

(雄
)

高
橋
、

(
駒
井

ー
選
挙
管
理
委
員
長
)

議

題

一
、
理
事
選
挙

の
報
告

投
票
結
果
と
選
挙
基
準

の
作
成

な
ど
を
含

め
て
検
討
す

る
必
要
が
あ

る
旨
報

告
さ
れ
る

(駒
井
委
員
長
)
。

二
、
事
務
所
移
転
に

つ
い
て

会
員
が
気
軽

に
集

ま
れ

る
場
を
確
保
す

る

意
味
で
、
事
務
所

の
移
転
を
考

え

る
時
期

に

き

て
い
る
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
(
辻
井
)
。

三
、
法
人
化
問
題

現
状

の
ま
ま

で
も
協
会

の
活
動
に
支
障

は

な

い
の
で
は
と

い
う
意
見
も
出
た
が

、
協
会

活
動
を
発
展
的

に
進

め
て

い
く
う
え
で
法
人

化

は
必
要
と

い
う

こ
と
で
、
お
お
む
ね

一
致

を
み
た

(小
川
)
。

四
、
そ

の
他

高
校
新
設

に
伴
う
環
境
保
全
対
策
を
道
教

育
庁

に
要
望
す
る
(
野
田
)
、
大
沼

の
汚
染
問

題

(
宗
像
)
な
ど
を
話
合

う
。

●
三
月
十
九
日

(
土
)

第
六
十
八
回
理
事
会

(自
治
会
館
)

出
席
者

石
川
(
俊
)
、
八
木
、
野
田
、
辻

井

門
脇
、
山

口
、
新
妻

、
滝

口
、
山
本
、
小
川

議

題

一
、
理
事
補
選

理
事
の
辞

退
者
が
出
た
た
め
、
補
欠
第

一

位
を
繰

り
上
げ
当
選
と
す
る

(詳
細

は

「
理

事
選
挙

の
結
果

に
つ
い
て
」
参
照
)
。

二
、
今
後

の
運
営

に
つ
い
て

総
会

は
五
月

二
十

一
日

(土
)
と
す

る
。

三
、
そ

の
他

藤

の
沢

に
新
設
予
定
地

の
環
境
破
壊

の
可

能
性
に

つ
い
て
、
東
海
大
学

・
石
井
教
授
が

説
明
す

る
。

●
四
月
七
日

(
木
)

常
任

理
事
会

出
席
者

石
川

(俊
)
、
野
田
、
辻

井
、
高

畑

、
山
本

(
上
田

ー
東
海
大

学
)

下
藤
野
高
校

(仮
称
)
建
設

に
伴
う
環
境

破
壊
問
題

お
よ
び
事
務
所
移
転

に
つ
い
て
協

議

。
●
五
月
二
日

(月
)

常
任
理
事

会

出
席
者

石
川
(
俊
)
、
八
木

、
辻
井
、
高

畑

、
野
田
、
小
川

収
支
決
算
報
告
お
よ
び
収

支
予
算
案

の
作

成
と
総
会

の
準
備
に

つ
い
て
打
合
わ

せ
る
。

理
事
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

理
事
の
任
期

(
二
年
間
)
満
了

に
伴

い
、
二

月
二
十

一
日
、
選
挙
規
定

に
基
づ
き
厳

正
か

つ

公
正
に
開
票

さ
れ
た
結
果
、
次

の
二
十
名
が
当

選

し
ま
し
た
。
氏
名
と
得
票
数
は
次

の
と
お
り

で
す
。
辻
井
達

一
95
、
石
川
俊
夫

51
、
鮫
島

惇

一
郎

27
、
坂
本
直
行
22
、
小
川

巌

20
、
井
手
責
夫

14
、
犬
飼
哲
夫

13
、
斎

藤
春
雄

13
、
俵

浩
三

12
、
高
畑

滋

11
、
午
来

昌

11
、
野
田
四
郎

11
、
八
木
健

三
11
、
山

口

透

10
、
阿
部

永

9
、
滝

口

亘
8
、
門
脇
松
次
郎

7
、
大
山

明
7
、
山
本

正
7
、
新
妻

博

7
。
敬
称
略
。

な

お
、
会
員

の
投
票

に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
る

理
事
は
規
定

に
よ

っ
て
二
十
名

で
あ
り
、
残

り

十
名

に

つ
い
て
は
二
十
名

の
新
理
事
が
会
員

か

ら

互
選
す

る
こ
と

に
な

っ
て

い
ま
す

(後
述
)
。

選
挙

の
結
果
は
以
上

の
と
お
り
で
す
が
、
今

回

の
選
挙

の
問
題
点

に
若

干
触
れ

て
み
ま
す
と

得
票

数

一
票

の
人

ま
で
含

め
る
と
、
百
四
十
七

名

に
の
ぼ

っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

の

こ
と
は
よ
く
解
す
れ
ば
、
自

然
保
護
運
動
の
裾

野
が
拡
大
し
た
と

い
え
る
反
面
、
そ
れ

を
リ
ー

ド
し

て
い
く
重
大
な
任
務
を
担
う
理
事

の
選
挙

に
百
五
十
名
近

い
氏
名

(
そ
の
三
分
の
二
は

一

票
な

い
し
二
票
)
が
出
る
こ
と
か
ら
わ

か
る
と

お
り
、
少
な
く
と
も
得
票

数
の
ご
く
少
な

い
分

に
つ
い
て
は
、
単
に
身

近
な
人
、
あ

る
い
は
知

っ
て

い
る
人

に
投
票

し
た
の
で
は
な

い
か
と
思

駒

井

勉

わ
れ
る
節
が
多
分

に
見
受
け
ら
れ
ま
す

。

せ

っ
か
く
確
立
し
た

ル
ー
ル
を
定
着

さ
せ
る

た
め
に
も
、
た
と
え
ば

い
ま
の
三
名
連
記
制
を

二
名

に
す
る
と
か
、
地
域
性

を
加
味

し
た
運
動

体
を
母
体

に
推
薦

し
て
も
ら
う

と
か
、
あ
る

い

は
五
人

の
推
薦

を
必
要

と
す

る
な
ど
、

一
考
す

べ
き
時
期
に
来

て
い
る
と

い
え

る
の
で
は
な

い

で
し

ょ
う
か
。

(選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
)

付

記

そ

の
後

、
俵

浩

三
氏
が
辞
退
を
申
し
出
ら

れ
た
た
め
、
次
点
第

一
位

の
竹
田
津

実

氏
が

く
り
上
げ
当
選
と
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
選
挙

で
当
選

し
た
門
脇
、
大
山
、
山
本
(
正
)
、
新
妻

(博
)

の
四
氏
な
ら
び
に
竹

田
津

氏
は
得
票
数

(
七
票
)
は
同
じ
で
あ

っ
た
が
、

一
名
定
員
オ

ー
バ

ー
な
た
め
抽
選

の
結
果
、
竹
田
津
氏
が
次

点

に
回

っ
た
も
の
で
す
。

新
理
事
に
よ

っ
て
互
選

さ
れ
た
十
名

の
理
事

は
次

の
と
お
り
で
す

(
第

六
十
八
回
理
事
会

に

て
選
出

(「
協
会
活
動
状
況
」
の
項
参
照
)
。

久
保

田
瑞
真
、
田
中
明
子
、
宗
像
英
雄
、
丹

保
憲
仁
、
田
尻
聡
子
、
中

野
徹

三
、
三
浦

二
郎

石
崎
貞
子
、
斎

藤
雄

一
、
札
木
照

一
朗
。

以
上
、
敬
称

略
。

(
こ
の
項

・
小
川
記
)

■ 2・



真
駒
内
環
境
保
全
の
陳
情

簡

採
択
さ
れ
る

昨
年

八
月
十

七
日
、
第

一
回
市
議
会

環
境
委

員
会

が
開
か
れ

、
戸
苅
、
浜
野
、
宇
野
世
話
人

が
出
席

し
陳
情
説
明
を
行

っ
た
。
十

月
二
日
は

第

二
回
委
員
会

で
珍
し

い
懇

談
形
式

が
と
ら
れ

戸
苅

、
丹
宗

、市

川
、
浜
野
、
佐
藤
、宇

野
が

各
項

目

に
つ
い
て
分
担

し
て
、
説
明
を
し
ま
し
た
。

十

一
月
二
日
、
現
地
視
察
を
行
う
こ
と
と
な

り
、
石
田
委
員
長
以
下
全
委
員
十
名
、
市
側
か

ら
渡
辺
環
境
局
長

、
十
楽
寺
部
長
、
杉
本
課
長

ら
五
名

、
議

事
課
三
名
、
案

内
役
と
し
て
、
丹

宗

、
市
川
、
浜

野
、
佐
藤
、
宇
野
が
参
加
し
、

一
行
二
十

三
名

で
議
会

の
パ

ス
で
上
町
五
丁
目

油
沢

、
見
晴

台
自
然
歩
道

コ
ー
ス
、
駒

岡
、
精

進

川
、
真
駒
内

川
を
約
三
時
間
で

一
巡
し
ま
し

た
。
二
月
二
十

四
日
、
第

三
回
目
は
石
田
、
赤

田
正
副
委
員
長

と
議
事
課

二
名
、
会

か
ら
戸
苅

佐
藤
、
市

川
ら
九
名

で
約

一
時
間
打

合

せ
、
字

句

の
修

正
を
し
ま
し
た
。

二
月

二
十
八
日
第

四

回
委
員
会

で
、
市

川
、
佐
藤
が
出
席

し
、
さ
ら

に

一
部
字

句
修

正
し
慎
重
審
査

の
結
果
、
超
党

派
全
会

一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
(
後
掲
)
。

こ
の
要
旨
が

全
市
的

に
運
用
さ
れ
る
よ
う
字

句
修

正
が
行

わ
れ
、
五
項
目
と
も
札

幌
市
全
域

に
も
生

か
さ
れ

る
こ
と

に
な

っ
た

こ
と

の
意
義

は
大
き

い
と
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
陳
情
が
採

択

さ
れ

て
も
、
市
側
が
実

行
し
な
け
れ
ば
無

意

市

川

正

良

味
と
な
り
ま
す
が
、
市
の
行
政
責
任
が
生
じ
た

こ
と

に
な
り
、
都
市
林
を
守
り
、
都
市
環
境
を

整

え
る
た

め
の
こ
の
陳
情
採
択

は
、
自
然
を
守

る
運
動

に

一
石
を
投
じ
た
こ
と
と
な
り
、

こ
れ

を
足
場
と
し

て
幅
広

い
市
民
運

動
に
よ

っ
て
、

こ
れ
が
実
現
を
期
し
た

い
も
の
で
あ

り
ま
す
。

私
ど
も

は
、

一
昨

年
以
来
桜
山

の
自
然
を
守

る
た
め
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会

を
は
じ

め
各

団
体

の
皆
さ

ん
か
ら
多
大

の
支
援
と
指
導
を

い

た
だ

い
た

こ
と
を
改

め
て
感
謝
す

る
と
も

に
、

今

回
の
陳
情

を
い
か
す
た
め
、
今
後

と
も
何
分

の
ご
協
力
を
切
望
し

て
や
み
ま
せ
ん
。
陳
情

の

内
容

は
次

の
と
お
り

で
す
。

真
駒
内
周
辺

の

環
境
保
全
対
策

に
関
す
る
陳
情

昭
和
五
十

一
年

八
月
三
日

真
駒
内
環
境
保
全
懇
話
会

世
話
人
代
表

新

妻

博

戸

苅

賢

二

柴

田

義

人

札
幌
市
議
会
議
長

松
宮
利
市
殿

要

旨

真
駒
内

周
辺
の
環
境
保
全

に
つ
い
て
は
、
従

来

か
ら
緑

ケ
丘
保
健
保
安
林
。
五
輪
記
念

公
園

な
ど
特
段

の
ご
配
意

を
い
た
だ
き
感
謝

に
た
え

ま
せ
ん
。
最
近

は
甚
だ
し
く
環
境
悪

化
が
進
行

し

て
お
り
ま
す

の
で
、
周
辺
の
森
林

、
河
川
等

の
自
然
環
境

の
保
全
と
、
住
民
の
生
活
環
境

の

整
備
を

は
か
る
た

め
、
諸
対
策
を
検
討
実
施

せ

ら
れ

る
と
と
も

に
、

こ
れ
ら
を
全
市
的

に
適
用

せ
ら
れ

る
よ
う
、
何
分

の
ご
高
配
を
賜

わ
り
た

く
陳
情

い
た
し

ま
す
。

理
由
-
札
幌

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
開
催
以
来

、
地

下
鉄
及
び
真
駒
内
清
田
線

の
開
通
、
支
笏
湖
線

の
改
修
等

に
よ
り
交
通

は
便
利

に
な

っ
た
反
面

に
、
人

口
の
過
密
化

と
自

動
車
公
害
な
ど

に
よ

る
生
活
環
境

の
悪
化
を
は
じ
め
、
緑

の
山

の
乱

開
発
、
真
駒
内

川
、
精
進

川
等

の
汚
濁
が
進

行

し

て
い
る
。
よ

っ
て
、
次

の
事
項

に
つ
い
て
の

対
策
が
必
要
と
な

っ
て
き

た
。

ω

駒

岡
地
区

の
火
山
灰

採
取
に
よ
る
乱
開

発

は
次
第

に
拡
大
し

つ
つ
あ

り
、

こ
れ
が
団
地

の
ダ

ソ
プ
公
害

の
発
生
源
と
な

っ
て
い
る
。

こ

れ

か
ら
は
当
地
域

の
土
石
採
取
の
総
量
規
制
等

適
正
指
導
を
は
か
る
と
と
も
に
、
採
取
跡
地

の

表
土

の
復
元
、
漢
流
沿
樹
林

の
保
存
、
精
進

川

の
汚
濁
防
止
な
ど

に
つ
い
て
適

切
な
措
置

を
と

る
と
と
も

に
、
市
独
自

の
自
然
環
境
保

全
条
例

の
制
定
な
ど
を
早
急

に
検
討

せ
ら
れ

た
い
。

llポ

ロ
ヌ
プ
リ
山
の
保
全
に
つ
い
て

H
N
C
S
第

=
二
〇
号

昭
和
五
十

一
年
十
月
三
十

一
日

②

常
盤
地
区
や
柏

ケ
丘
地
区
な
ど

の
民
間

宅
地
造
成
等

に
よ
る
都
市
汚
水
が
最
近
、
真
駒

内
川

に
放
出
せ
ら
れ
て
汚

濁
化
が
進

ん
で
い
る

の
で
、
実
情
調
査

の
上
適
切

な
措
置

を
と

る
と

と
も

に
、
団
地
沿
真
駒
内

川
に

エ
ゾ
ウ
グ
イ
な

ど

の
淡
水
魚

の
放
流
を
検
討

せ
ら
れ
た

い
。

③

街
路
樹
は
、
自
動
車

の
違
法
駐
車
、
除

雪
車

に
よ
る
人
為
的
損

傷
が
甚
だ
し
く
、

ま
た

樹
木

の
勇
定
方
法

に
つ
い
て
も
再
検
討

せ
ら
れ

た

い
。
ま
た
、
道
路
環
境
基
準
を
守
る
た
め
に

市
内
幹
線
道
路
と
歩
道
と

の
間

に
車

公
害

の
軽

減
を
は
か
る
た
め
に
樹
木
を
主
と
し
た
、
グ
リ

ー
ン
ベ

ル
ト
造
成
な
ど

を
検
討

せ
ら
れ
た

い
。

ω

緑

ケ
丘
保
安
林

の
自
然
歩
道
を
中
心
と

し
て
、
東

に
西
岡
、
有
明

ル
ー
ト
、
西

に
藻
南

公
園
砥
石
山
に
通
ず

る
自
然
歩
道

の
造
成
を
は

か
る
た

め
、
早
急

に
調
査

を
実
行

せ
ら
れ

る
よ

う
配
意

せ
ら
れ
た

い
。

⑤

今
回
、
国
及
び
道

に
お
い
て
実
施

せ
ら

れ
た
森
林
機
能
別
調
査

に
よ
る
森
林
整
備
計
画

を
尊
重
し
た
都
市
林
対
策
を
関
係
機

関
と
協
力

し
て
、
今
後

一
層
充
実
せ
ら
れ
た

い
。

(
真
駒
内
環
境
保
全
懇
話
会

・
世
話
人
)

陳
情
書
、
要
望
書

意
見
書
、
回
答
文
書

歌
登
町
長

合
田

英
雄
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

石
川

lii11llIlill8151111IlIllill量llllll11IIllillIliIlllI1ll雪1
俊
夫
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謹
啓
、
貴

町
所
在

の
ポ

ロ
ヌ
プ
リ
山
に

つ
い

て
近
時
採
石
事
業
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
新

た
な

採
石
計
画

な
ら
び

に
炭
酸

カ
ル
シ
ウ

ム
の
原
料

の
採
掘
計
画
が
あ

る
や
に
聞
き

及
び
ま
し
た
。

ポ

ロ
ヌ
プ
リ
山

は
、
古
く
か
ら
特
殊
な
高
山

植

物
の
所
生
す

る
と

こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
、
調

査
報

告
も
あ

り

(
北
見
ポ

官
ヌ
プ

リ
高
山
植
物

目
録

、
舘
脇

操
昭
和
八
年

)
、

近
く

は
北
海

道
教
育
委
員
会

に
よ

っ
て
も
そ

の
重
要
性
が
指

摘

さ
れ

て
い
る
と

こ
ろ
で
あ

り
ま
す

(
北

オ
ホ

ー
ツ
ク
沿
岸
文
化
財
調
査
報
告

、
昭
和
四
十
四

年
)
標
記

の
件

に
つ
い
て
、
本
協
会
と
し

て
下

記

に
よ
り
実
情
調
査
を
致

し
た
く
存
じ
ま
す

の

で
、

よ
ろ
し
く
お
取
り
計

い
下

さ
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、
視
察
担
当

北
海
道
自
然
保
護
協
会

々
長

石
川
俊
夫

〃

常
任
理
事

小
川

巌

二
、
日

時

昭
和
五
十

一
年
十

一
月
十
三

日
～
十
四
日

O

ポ
ロ
ヌ
プ
リ
山
お
よ
び
そ
の
周

辺
の
自
然
保
護
問
題
に
つ
い
て

H
N
C
S
第

;

=
号

昭
和
五
十

一
年
十

一
月
二
十
日

歌
登
町
長

合
田

英
雄
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

石
川

俊
夫

標
記
の
件
に
つ
い
て
本
会
理
事
が
参
上
い
た

し
ま
し
た
際
に
は
、
種
々
ご
高
配
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
有
難
く
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
件
に
つ
き
、
常
任
理
事
会
で
報
告
を
受
け

種

々
検
討

い
た
し
ま
し
た
が
、
採
石
や
道
路

設

定
が
ポ

ロ
ヌ
プ
リ
山
の
自
然

に
与
え
る
影
響

に

つ
い
て
、
十
分
な
調
査

を
必
要
と
す
る
も
の
と

の
結
論
に
達

し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
所
管

の
旭
川
営
林
局
、
道
庁
自

然
保
護
課
な
ど
関
係
部
局

に
も
進
言

い
た
し
ま

す
が
、
貴

職
に
お
か
れ
ま
し

て
も
岩

石
等
採
取

の
申
請
に

つ
き

ま
し
て
は
、

よ
り
慎
重

に
ご
検

討
下
さ
る
よ
う
、
こ
の
段
重
ね
て
お
願

い
申

し

あ
げ
ま
す
。

O

ポ

ロ

ヌ
プ

リ

山

の
自

然

保

護

に

つ

い

て

H
N
C
S
第

一
三

二
号

昭
和
五
十

一
年
十

一
月

二
十
日

旭
川
営
林
局
長

相
馬

昭
男
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

石
川

俊
夫

貴

局
管
内

北
見

ポ

戸
ヌ
プ

リ
山
は
古
く
か
ら

特
殊
な
高
山
植
物

の
所
生
を
も

っ
て
知
ら
れ
て

お
り
ま
す
が

、
近
年

石
灰
岩
な
ど

の
採
取
に
よ

り
生
育
地
の
破
壊

を
生

じ

つ
つ
あ

り
ま
す

。

本
件

に

つ
き

ま
し
て
は
、
本
協
会

理
事
が
先

般

現
地
視
察

を
行

い
、
町
当
局
と
も
意
見
交
換

を
お
こ
な

い
ま
し
た
が
、
明
春
、
改

め
て
現
地

調
査

を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
と
の
結
論

に
達

し
ま
し
た
。

本
山

の
自
然

の
重
要
性

に
か
ん
が

み
、
貴
職

に
お
か
れ
ま
し

て
も
管
内

に
お
け

る
採
石
等

の

許
可

に

つ
き
ま
し

て
は
慎
重
な
ご
検
討
を
わ
ず

ら
わ
し
た
く
、

こ
こ
に
お
願

い
申
し
あ
げ

る
次

第

で
あ
り
ま
す

(
同

一
交
書

を
道
庁
自
然
保
護

課

に
提
出
)
。

お

知

ら

せ

コ
ー

ナ

ー

◆
会

誌
合
本
の
販
売
に

つ
い
て

前
号

の
会
報

で
お
知
ら

せ
し
た
会
誌
合
本
が

で
き
上
が
り
ま
し
た
。
頒
価
は
次
の
と
お
り
。

一
号
～
十
号

一
冊

六
〇
〇
〇

円
。

一
号
～
五
号
、

六
号
～
十
号
、
十

一
号
～
十

五
号

各

一
冊

四
〇
〇
〇
円

(
た
だ
し
、

二

冊

以
上
購
入
さ
れ
る
場
合
は
三
五
〇
〇
円
)
。

こ
の
う
ち
、
創
刊
号
は
す
で
に
品
切
れ

の
た

め
、
こ
の
号
だ
け
複
写

に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

な

お
、
会
誌
を
お
持
ち

の
方

で
合
本
だ
け
ご
希

望

の
場
合
、
実
費

二
五
〇
〇
円
程
度

で
斡
旋

し

ま
す

の
で
、
お
申
し

こ
み
下
さ

い
。

◆
出

版
物

の
お
知
ら
せ

●
雑

誌

「
ヒ
グ

マ
」

登
別
温
泉

に
あ

る
の
ぼ
り
べ

つ
く
ま
牧
場
か

ら
年

二
回
発
行

さ
れ

て
い
る
雑
誌

(
B
五
判

二

四

ペ
ー
ジ
)

で
、

二
号
が
昨
年
秋

に
発
行

さ
れ

三
号
が
近

々
で
き
上
が
る
予
定

で
す
。

ヒ
グ

マ

に

つ
い
て
の
様

々
な
記
事
が
豊
富
な
写

真
と
と

も

に
掲
載

さ
れ

て
い
ま
す
。
購
読
ご
希
望

の
方

は
、
年
間
購
読
料
三
百
円
と
送
料
二
百
円
、
合

計

五
百
円
を
添
え

て
申

し
こ
む
こ
と
。
宛
先

は

登
別
市
登
別
温
泉
町

の
ぼ
り
べ

つ
く

ま
牧
場

…雑
誌

ヒ
グ

マ
一編
集
部

〒

〇
五
九
1
0
五

●

「
北
海
道
の
花
」
会

員

の
鮫
島

惇

一
郎
、
辻

井
達

一
氏

の
共
著

に
な
る
も

の
で
、
従
来

の
植
物

図
鑑

の
パ
タ

ー
ソ
を
打

ち
破

っ
た
、

ユ
ニ
ー
ク
な
野
外
観
察

図
鑑

で
す
。
た
と
え
ば

「
黄

色
い
花
」

「
白

い

花
」
と

い
う
具
合

に
、
花
が

ま
と
め
ら
れ

て
お

り
、

ま

っ
た
く

の
初

心
者
で
も
楽

し
く

ひ
け

る

内
容

で
す
。
北
大
図
書
刊
行
会

発
行

、

一
五
〇

〇

円
。
協
会
事
務
局
に
用
意
が
あ

り
ま
す
。

●

「
自
然
保
護

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
沼

田

真
編

現
在
、
第

一
線

で
活
躍
し
て

い
る
研
究
者
、

自
然
保
護
関
係
者
三
十
七
名
が

、
制
度
、
法
規

歴
史
、
植
生

・
動
植
物
調
査

法
な
ど
自
然
保
護

全
般

に
わ
た

っ
て
分
担
執
筆
し
た
も

の
で
、

マ

ニ
ュ
ア
ル
と
し

て
役
に
立

つ
出
版
物

で
す
。
東

大
出
版
会
発
行
、
四
八
○
○
円
。
事
務
局

に
若

干
用
意
が
あ
り
ま
す
。

◆

「
藤

野
自
然
に
親
し
む
会
」
の
ご
案
内

●
五
月
二
十

二
日

「
探
鳥
会
と
春
の
花
」

午
前

八
時
、
藤
野
沢

「
白
鳥

園
」
に
集
合
。

昼
に
解
散

の
予
定
。
希
望
者
は
前
日
の
夜

か
ら

「
白
鳥

園
」

に
泊
り
ま
す
。

●
☆
七
月
十
七
日

「
水

辺
の
生
物
」

小
鳥

の
村

六
ツ
ガ
池

で
池

の
水
や
生
物

を
調

べ
る
。

・、

●
十
月
十
六
日

「
秋
の
百
松
沢
」

地
学

の
見
学
を
兼
ね
た
秋

の

ハ
イ
キ

ン
グ
。

な
お
、
藤
野
自
然

に
親
し
む
会
費

は

一
家

族

単
位
で
二
〇
〇
円

で
す
。
連
絡
先
は
札
幌
市
南

区
藤

野
二
七
八

小
堀
煙
治

。
電
話

五
九

一
ー

二
八
三
六
で
す
。

昭
和

五
十

二
年

五
月

二
十
日
発
行

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
八
丁
目

北
海
道
大
学
植
物
園
内

発
行
所

北
海
道
自
然
保
護
協
会

電
話
(
二
二
一
)○
〇
六
六
番

振
替
口
座
小
樽
四
〇
五
五
番

発
行
人

石

川

俊

夫

印

刷

札
幌
印
刷

株

式

会

社

・4・


